
チラシ・フライヤーのデザインテンプレート	
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 )	


●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲	

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ	

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲	

	


★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★	

「表示」＞「スライドマスター」画面より	
  

色つきのガイド線を消してから変換してください	


「漆に魅せられて  (Fascinated	
  by	
  Urushi)」�
  スザーン・ロス氏  （イギリス出身  輪島市在住漆芸家）�
  	
  	
  	
  Suzanne	
  Ross	
  

世界へ広がる日本の漆�

お問い合わせ：京都府立大学大学院生命環境科学研究科植物分子生物学研究室(椎名研究室)�
電話・FAX:  075-703-5115/e-mail:  shiina@kpu.ac.jp  �

後援：NPO丹波漆�

�

写真上:「端反盆」スザーン・ロス�
写真下:「羽衣蒔絵  料紙硯箱」象彦�

京都府立大学ACTR公開シンポジウム�

京都府立大学、（地独）京都市産業技術研究所（京都市産業技術研究所創設100周年記念事業）�
京都府立大学、（地独）京都市産業技術研究所（京都市産業技術研究所創設100周年記念事業）�

京都府立大学,（地独）京都市産業技術研究所（京都市産業技術研究所創設100周年記念事業）共催�

Spreading	
  Japanese	
  Urushi	
  worldwide
2016年12月10日(土)13:30〜17:10�

入場無料：事前申込不要　開場12:30�

京都府立大学  下鴨キャンパス  合同講義棟  第３講義室�
京都市左京区下鴨半木町1-5  　地下鉄烏丸線「北山」駅1番出口から徒歩約10分�

「NPO丹波漆の活動」�
  山内  耕祐  （NPO丹波漆理事、漆掻き職人、漆芸家）�

「イギリスの日本漆工品」�
  北川  美穂  （京都府立大学共同研究員）�
ポスターセッション�

特別講演�

ACTR「漆の科学・研究拠点化事業　-京都の漆科学と漆文化の世界発信-」
では、漆科学や漆文化に関する京都の研究者の研究活動を総合することで、
イノベーションを目指しています。�

一般講演�

「これからの漆器  (Urushiware	
  in	
  future)」�
  西村  毅  氏  （株式会社  象彦  代表取締役社長）�

・京都府立大学�
・京都工芸繊維大学�
・京都市産業技術研究所�
・NPO丹波漆　ほか�


